
品 名：01_90003_920634_043_02_三菱ＵＦＪ  スタイルセレクト・ブレンドファンド_910414.docx 

日 時：2022/4/19 9:37:00 

ページ：1 

 

 

 

 
運用報告書（全体版） 

日本株スタイルセレクトオープン 

愛称：ビッグ・ウィング・ワン 

三菱ＵＦＪ  
スタイルセレクト・ 
ブレンドファンド 

 

愛称：潮流 

 
 

第43期（決算日：2022年３月10日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・

ブレンドファンド」は、去る３月10日に第43期の決算

を行いました。ここに謹んで運用状況をご報告申し

上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 無期限（2000年５月２日設定） 

運用方針 

主として、バリューマザーファンド受益証券
およびグロースマザーファンド受益証券に投
資し、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）をベンチ
マークとして、中長期的に同指数を上回る投
資成果をめざして運用を行います。 
各マザーファンド受益証券への投資配分は
50％ずつを基本とし、日本経済のファンダメ
ンタルズ分析、各種テクニカル分析などを基
に当社のブレンドファンド運用会議にて決定
します。 
マザーファンド受益証券の組入比率は原則と
して高位を維持することとします。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

バリューマザーファンド受益証
券およびグロースマザーファン
ド受益証券を主要投資対象とし
ます。このほか、当ファンドで直
接投資することがあります。 

グロース 
マザーファンド 

わが国の金融商品取引所に上場
されている株式および店頭登録
株式を主要投資対象とします。 

バリュー 
マザーファンド 

わが国の金融商品取引所に上場
されている株式および店頭登録
株式を主要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

グロース 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

バリュー 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して、委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には、分配を行わな
いことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ＴＯＰＩＸ） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

39期(2020年３月10日) 8,988 0 △ 8.8 1,406.68 △ 9.7 97.6 － 1,526 

40期(2020年９月10日) 10,258 300 17.5 1,624.86 15.5 96.1 － 1,705 

41期(2021年３月10日) 11,534 1,300 25.1 1,919.74 18.1 97.5 － 1,780 

42期(2021年９月10日) 12,478 450 12.1 2,091.65 9.0 98.8 － 1,868 

43期(2022年３月10日) 10,755 0 △13.8 1,830.03 △12.5 98.2 － 1,583 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）とは、東京証券取引所第一部に上場する内国普通株式全銘柄を対象として算出した指数で、わが国の株式

市場全体の値動きを表す代表的な株価指数です。ＴＯＰＩＸに関する知的財産権その他一切の権利は東京証券取引所に帰属します。東

京証券取引所は、ＴＯＰＩＸの指数値及びそこに含まれるデータの正確性、完全性を保証するものではありません。東京証券取引所は、

ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の方法の変更、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の停止またはＴＯＰＩＸの商標の変更もしくは使用の停

止を行う権利を有しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
      

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 （ＴＯＰＩＸ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年９月10日 12,478 － 2,091.65 － 98.8 － 

９月末 12,079 △ 3.2 2,030.16 △ 2.9 97.2 － 

10月末 12,044 △ 3.5 2,001.18 △ 4.3 98.0 － 

11月末 11,586 △ 7.1 1,928.35 △ 7.8 97.9 － 

12月末 11,879 △ 4.8 1,992.33 △ 4.7 98.2 － 

2022年１月末 11,217 △10.1 1,895.93 △ 9.4 98.0 － 

２月末 11,106 △11.0 1,886.93 △ 9.8 97.7 － 

(期  末)       

2022年３月10日 10,755 △13.8 1,830.03 △12.5 98.2 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

運用経過
第43期：2021年９月11日～2022年３月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

ベンチマーク：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 4 3 期 首 12,478円
第 4 3 期 末 10,755円
既払分配金 0円
騰 落 率 －13.8％

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ13.8％の下落となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－12.5％）を1.3％
下回りました。

ベンチマークとの差異

新型コロナウイルスの新たな変異株「オミクロン株」の感染拡大
により、先行き不透明感が高まったことなどから国内株式市況が
下落し、バリューマザーファンド（以下、バリューマザー）、グ
ロースマザーファンド（以下、グロースマザー）ともに下落した
ことが、基準価額の下落要因となりました。

下落要因

組入ファンド 騰落率 組入比率（対純資産総額）
グロースマザーファンド －20.9％ 43.1％
バリューマザーファンド －7.6％ 56.7％

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

第43期：2021年９月11日～2022年３月10日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は下落しました。
期首から期末にかけて、新型コロナウイ
ルスの新たな変異株「オミクロン株」の
感染が拡大したこと、米連邦準備制度理

事会（ＦＲＢ）が金融引き締めに対して
積極的な姿勢を見せたこと、ロシアがウ
クライナ侵攻したことなどから、先行き
不透明感が高まり、国内株式市況は下落
しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレ
ンドファンド
期を通じて２つのマザーファンドの合計
組入比率を高位で維持しました。
スタイル（グロース、バリュー）の投資
配分は、期首は米国における大規模な追
加経済対策の実施による経済回復への期
待などからバリューをややオーバーウェ
イトとしていました。2021年９月下旬以
降は、米国の金融政策が着実に正常化へ
向かうことでバリュー優位の展開に移行
すると想定し、徐々にバリューのオー
バーウェイト比率を拡大する決定をしま

した。2022年１月にかけてはバリューが
グロースを大幅にアウトパフォームした
ことから、１月下旬以降は徐々にバ
リューのオーバーウェイト比率を縮小す
る決定をしました。期末時点ではバ
リューをオーバーウェイトとしています。
“グロース”と“バリュー”への投資配
分は、50％ずつを基本とし、ブレンド
ファンド運用会議により決定します。
期末現在の組入比率は、バリューマザー
56.7％、グロースマザー43.1％としてい
ます。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

  グロースマザーファンド
個別銘柄の選別においては、企業が置か
れている事業環境、競争力、マネジメン
ト力等に注目し、将来の成長が期待でき
る企業を中心に投資を行いました。
組入銘柄数は概ね56～61銘柄程度で推移
させました。ファンダメンタルズの変化
や新規投資候補銘柄との相対比較等を勘
案し、適宜銘柄入れ替えを行いました。
当期では、ＧＭＯペイメントゲートウェ
イ、エヌ・ティ・ティ・データなど９銘
柄を新規に組み入れました。一方、太陽
誘電、小糸製作所など７銘柄を全株売却
しました。

  バリューマザーファンド
RUSSELL/NOMURA Total Market 
Valueインデックスの銘柄群の中から割
安と判断される銘柄に厳選して投資する

ことにより、値上がり益の獲得をめざし、
銘柄選定を行いました。また、組入銘
柄・組入比率は、保有している不動産等
の含み損益を考慮した独自の修正株価純
資産倍率（ＰＢＲ）を基にセクター内比
較等を行い、その上で、経営陣が保有資
産の価値を最大化しようとしているかや
同一業種内における企業の優位性などの
定性面の評価などを総合的に考慮して決
定しました。
組入銘柄数は68～74銘柄で推移させまし
た。株価水準と企業の競争力や業績の変
化などを勘案し、より割安と判断される
銘柄への入れ替えを機動的・継続的に行
いました。当期では、三菱商事や東京瓦
斯など11銘柄を新規に組み入れました。
また、新光電気工業や富士通など12銘柄
を全株売却しました。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

当該投資信託のベンチマークとの差異について

  三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファ
ンド
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－12.5％） 
を1.3％下回りました。
資産配分効果はプラスとなりましたが、バリューマ
ザー、グロースマザーがそれぞれアンダーパフォーム
した結果、全体としてはベンチマークを下回りました。

  グロースマザーファンド
プラス要因
業種配分効果： 非鉄金属をベンチマークに対してオー

バーウェイト、精密機器をベンチマー
クに対してアンダーウェイトとしてい

（％）

2021/９/10 ～ 2022/３/10
－15.0

－10.0

－5.0

0.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

たことがプラスに寄与しました。
銘柄選択効果： 富士電機、住友金属鉱山をベンチマークに対してオーバーウェイトとしてい

たことがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分効果： その他製品、食料品をベンチマークに対してアンダーウェイトとしていたこ

とがマイナスに影響しました。
銘柄選択効果： Ｓａｎｓａｎ、メルカリをベンチマークに対してオーバーウェイトとしてい

たことがマイナスに影響しました。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

  バリューマザーファンド
プラス要因
業種配分効果： 海運業、鉱業をベンチマークに対して概ねオーバーウェイトとしていたこと

がプラスに寄与しました。
銘柄選択効果： 三菱重工業、味の素をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたこ

とがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分効果： 銀行業をベンチマークに対してアンダーウェイトとしていたことや化学をベ

ンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことがマイナスに影響しま
した。

銘柄選択効果： 昭和電線ホールディングス、協和キリンをベンチマークに対してオーバー
ウェイトとしていたことがマイナスに影響しました。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレ
ンドファンド
米国連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で
は資産購入ペース減額加速が決定される
など、金融政策は着実に正常化へ向かい
つつあります。ロシアのウクライナ侵攻
などもあって、世界的な供給制約解消に
は今しばらく時間を要すると見られ、当
面の物価が高止まりする中で金利は緩や
かな上昇が続くと考えることから、スタ

イルはバリュー優位の展開を想定してい
ます。
過去においてスタイルは循環しているこ
とから、徐々にグロースの割安感も生じ
つつあると考えており、各国の株式、債
券、為替市場の今後の展開やＰＢＲ面か
ら回復が進みつつある素材セクター（鉄
鋼や鉱業など）などの株価動向を見極め
つつ、機動的な投資判断を行う方針です。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第43期
2021年９月11日～2022年３月10日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 2,794

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

  グロースマザーファンド
基本的に企業の中長期成長性が高いこと
を重視しています。銘柄選定にあたって
は、（1）新しい技術開発、（2）新興国向け
事業の競争力、（3）企業買収や事業売却お
よび戦略的投資の動向などに注目してい
ます。株価変動によるバリュエーション
の水準、中長期的な成長性や事業リスク、
流動性などを考慮しながら組入比率の調
整や新規銘柄への入れ替えを検討してい
く方針です。
国内株式市況は、ロシアによるウクライ
ナ侵攻により地政学リスクが高まり、西
側諸国による経済制裁も発動されるなど、
世界経済にとって不透明感が強い状況が
継続すると思われることから、当面は上
値が重い展開を想定しています。ただし
中長期的には、環境関連や規制改革、行
政のデジタル化といった新たな政策への
期待の高まりから、堅調に推移するもの
と考えています。このような想定の下、
業績を精査し業績成長確度の高い銘柄に
投資する方針です。

  バリューマザーファンド
今後も基本方針に従い、保有している不
動産等の含み損益を考慮した独自の修正
ＰＢＲを基にセクター内比較等を行い、
より割安度が強い銘柄を絞り込んだ上で、
経営陣が保有資産の価値を最大化してい
るかや同一業種内における企業の優位性
など、取材等を通じた定性面の評価を加
え銘柄を選定します。
ロシアのプーチン大統領がウクライナ侵
攻を決行、西側諸国はロシアに制裁を打
ち出し、金融市場においても不透明感が
強まっています。今後、ロシアからの輸
出が滞ることでインフレ圧力は更に強ま
ると見ています。また、国際送金・決済
システムであるＳＷＩＦＴ（国際銀行間
通信協会）からのロシア排除などの制裁
が世界の実体経済へ影響を与える可能性
も考慮しておく必要があると考えていま
す。
こうした変化を見極め、企業の本質的な
価値から判断してより割安と判断できる
個別銘柄を選択していく方針です。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

― 9 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_910414.indd   902_コメント-費用-TER_10pt_910414.indd   9 2022/04/19   9:40:562022/04/19   9:40:56



3

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

2021年９月11日～2022年３月10日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 109 0.927 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 51) (0.436) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 51) (0.436) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (  6) (0.055) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 6  0.050  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (  6) (0.050) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.001  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (  0) (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 115  0.978  

期中の平均基準価額は、11,740円です。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.87％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（販売会社）
0.88％

運用管理費用（投信会社）
0.88％

総経費率
1.87％

その他費用
0.00％

運用管理費用（受託会社）
0.11％

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

○売買及び取引の状況 (2021年９月11日～2022年３月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グロースマザーファンド 100,096 149,445 124,658 214,799 

バリューマザーファンド 56,822 194,969 52,964 175,192 
 
 

○株式売買比率 (2021年９月11日～2022年３月10日) 

 

項 目 
当 期 

グロースマザーファンド バリューマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,361,576千円 1,111,238千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,217,220千円 1,441,503千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.61   0.77   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
 

○利害関係人との取引状況等 (2021年９月11日～2022年３月10日) 

 

＜三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド＞ 

 該当事項はございません。 
 
＜グロースマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 605 67 11.1 755 46 6.1 

平均保有割合 31.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜バリューマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 563 99 17.6 547 98 17.9 

平均保有割合 70.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

 

＜バリューマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 5 20 32 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 879千円 
うち利害関係人への支払額（B） 134千円 

（B）／（A） 15.3％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2022年３月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グロースマザーファンド 505,675 481,113 681,785 

バリューマザーファンド 269,061 272,920 897,988 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年３月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グロースマザーファンド 681,785 42.6 

バリューマザーファンド 897,988 56.1 

コール・ローン等、その他 19,900 1.3 

投資信託財産総額 1,599,673 100.0 
 
 
 

 

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年３月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,599,673,079   

 コール・ローン等 19,804,423   

 グロースマザーファンド(評価額) 681,785,324   

 バリューマザーファンド(評価額) 897,988,843   

 未収入金 94,489   

(B) 負債 16,261,675   

 未払信託報酬 16,236,894   

 未払利息 3   

 その他未払費用 24,778   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,583,411,404   

 元本 1,472,208,614   

 次期繰越損益金 111,202,790   

(D) 受益権総口数 1,472,208,614口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,755円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 1,497,804,911円 

期中追加設定元本額 2,760,458円 

期中一部解約元本額 28,356,755円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0755円です。 

 

○損益の状況 (2021年９月11日～2022年３月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      1,040   

 受取利息 15   

 支払利息 △      1,055   

(B) 有価証券売買損益 △237,402,897   

 売買益 1,462,936   

 売買損 △238,865,833   

(C) 信託報酬等 △ 16,261,672   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △253,665,609   

(E) 前期繰越損益金 407,387,305   

(F) 追加信託差損益金 △ 42,518,906   

 (配当等相当額) (    4,017,703)  

 (売買損益相当額) (△ 46,536,609)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 111,202,790   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 111,202,790   

 追加信託差損益金 △ 42,518,906   

 (配当等相当額) (    4,036,883)  

 (売買損益相当額) (△ 46,555,789)  

 分配準備積立金 407,387,305   

 繰越損益金 △253,665,609   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2021年９月11日～ 
2022年３月10日 

費用控除後の配当等収益額 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 4,036,883円 

分配準備積立金額 407,387,305円 

当ファンドの分配対象収益額 411,424,188円 

１万口当たり収益分配対象額 2,794円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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